
テーマＡ 「地区での持続可能なバス検討体制づくり」 モデル地区（作手）での実施内容 

 

○作手地区の特徴 

つくであしがる線：Ｓバスの中で、年間利用者が最も少なく、補助金の要件を一部の曜日・

便では満たさなくなっている。 

経済圏が独立：新城市内他地区とは標高差があり、新城市街から車で３０分ほどかかる位置

にある。それゆえ、地区内で一定の買物・医療ができる経済圏を有している。 

作手地域まちづくり計画：昨年１０月に策定された作手地区の独自計画。この計画に基づき

住民主体のまちづくりを目指した取り組みを進めている。 

 

○作手地区の公共交通に関する現状 

バス利用者：現在、バス利用者の多くは、以前、豊鉄バス路線が走っていた時から乗ってい

た方である。そうした方たちはバスの乗り方や便利さを知っているため利用し

ている。 

      また、つくであしがる線の南部方面の利用が多いのは「改善センター前」でゲ

ートボールが開催されており、その利用で移動しているからである。 

バスの利用が少ない場所：中河内や岩波といった地域では利用が少ない。その理由としては

元々、バスが通っておらず、バスの乗り方や便利さを知らないこ

とが考えられる。 

バスに対する考え方：地区の高齢者の多くが、現在は車に乗っているため利用していないが、

数年後には使わなければいけないという考えを持っている。しかし、そ

うした方の中には乗り方を知らないという方もいる。 

 

 

○地区でバスを考える際の課題 

・公共交通に関する認知度が低い 

・公共交通に関するニーズの把握が不十分 

・地区内でバスに対して関心を持ち改善したいと考えている人（キーマン）の発掘・把握が

できていない 

 

○作手地区で持続可能な検討体制を作るために 

 

１ 地区の人にバスのことを知っていただく 

 

２ 地区が抱える潜在・顕在ニーズを把握する 

 

３ バスに対して関心を持ち改善したいと考えている人（キーマン）を発掘・育成していく 
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○テーマＡの進め方 

作手支所や作手地域協議会などと協議をしながら、以下のような調査・議論を進め、作手

地域で持続可能なバス検討体制について考えていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施済み項目 

 

 

 

  

キーマン発掘・育成 

バスに関心があって改善したいと考える人を探す 

今までバスに対して関心がなかった人に情報を伝え

ることで改善したいと思ってもらう 

ニーズ調査 

公共交通に関する潜在・顕在ニーズ 

（利用可能性がある人をしっかり見極める） 

○地区協議会、民生委員協議会での聞き込

み 

○運転手ヒアリング 

○バス利用者 

○地域内の商店・診療所やＮＰＯへ関心聞き

取り 

○先行事例調査（豊田市、豊橋市、岡崎市） 

キーマンたちによるワークショップ 

将来のバス検討体制に向けた意見出し 

○地域別カルテ 

○民生委員への聞き込み 

○高齢者ふれあい相談センターへ

のヒアリング 

【議題】 

○作手のバスの現状の共有 

○既存のバスの課題に関する意見交換 

○地域でバスに関心がある人のリストアップ 

○行政とバス検討体制の役割分担 

作手におけるバス検討会議 （試行実施） 

会議を試行的に実施し、会議のあり方を考える 

【議題】 

○作手のバスのおかれた状況を共有 

○既存のバスに対する課題と改善策 

 

バス検討会議メンバーによる先進事例視察 

地域への効果や参加者のやりがいを共有し、次の検

討会議の機運を高める 

○岡崎市下山地区など 

バスに関する情報の周知 



テーマＢ 「高校・観光と連携した公共交通のあり方」 実施内容 

 

○観光・高校に対して公共交通が抱える課題 

○観光 

・鉄道とバスの乗継の利便性が不十分 

・新城駅や本長篠駅など現在、乗継を行っている駅はバス停までのアクセスが悪い 

○高校 

・それぞれの地区の高校生がバスでどれだけの高校に通えるのかの把握がなされていない 

 

○テーマＢの進め方 

高校や観光課などと協議をしながら、以下のような調査・議論を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施済み項目 

 

鉄道⇔バスの乗継利便性向上・利用促進 

初めて駅を訪れる人の意見を聞いて、改善

の方向性を考える 

高校生の通学利便性向上・利用促進 

高校との連携を図り、高校生の利便性向上

を図る 

○観光課と連携した調査 

 ・観光客モニター調査 

 ・観光施設ヒアリング 

○４高校ヒアリング（教師） 

○４高校ヒアリング（生徒） 

○市内各地から４高校へ通学可能か

チェック 

  →将来的には地図にしたものを高

校に渡し、オープンキャンパス

等で活用してもらう 

○アンケートの調査結果 

高校生の利便性向上案 

 

乗継拠点の改善方針案 

 
○高校に合わせた路線のあり方 

○高校との定期的な会合のあり方 

○高校生への利用促進策のあり方 

 

○案内表示のあり方 

○バス停との接続方針 

○鉄道とバスの役割分担 

○観光と連携した利用促進策のあり方 

 


